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研究成果の概要（和文）： 戦後ロシア経済の成長を通常の生産関数・成長会計分析に加えて，国際石油価格→交易条
件→GDP経路と，国際石油価格→エネルギー効率→GDP経路についての分析を行うことによって総合的に捉えることに成
功した．さらに，他の資源保有新興諸国との比較を通じて，こうした総合的分析の重要性を示した．
 付加価値貿易論については，理論的には，付加価値貿易を通常の貿易概念と適切にリンクして再定義しうることを証
明した．実証的には，ロシア鉱業の付加価値と貿易フローについて再推計した上で，ロシア国内・国際産業連関の正確
な姿，特にEU-ロシアのエネルギー連関の強さを計量的に示した．研究成果は頻繁に内外に発信するよう努めた．

研究成果の概要（英文）： Russia’s postwar growth was totally analyzed by estimating traditional 
production functions as well as two channels (the oil price-terms of trade-GDP channel and the oil 
price-energy efficiency-GDP channel). Our analysis was further developed through a comparative analysis 
of these two channels with other oil-rich emerging economies.
 Regarding value-added trade, theoretically, it was proved that the concept of value-added trade defined 
by the WTO can be re-defined through gross exports and imports. Empirically, re-estimating Russia’s 
value-added and trade flow of its mining in a well-defined manner, appropriate pictures of Russia's 
global value chains, in particular, with the EU were drawn using the international Leontief inverse and 
gross trade data. Research results have frequently been addressed to the world through articles and 
speeches in English and Japanese as well.

研究分野： 比較経済
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１．研究開始当初の背景 
戦後ロシアの GDP 長期成長統計が整備され
ておらず，石油価格のインパクト分析も交易
条件に限定されており，また国際産業連関の
中でロシア経済の位置を分析することも不
十分であった． 
 
２．研究の目的 
戦後ロシアについて(1) GDP 長期成長統計を
推計・整備すること，(2)成長要因を生産要因
と石油価格・交易利得要因について時系列分
析すること，(3)国内・国際産業連関構造を通
時的・横断的に明確にし，それらを経済発展
プロセスとリンクさせて産業連関分析する
こと，(4)国際比較分析とシミュレーションに
より，油価変動やロシア輸出・輸入変動の他
国への波及効果と製造業輸出振興政策
feasibility の検討のための基礎情報を与える
こと，以上の４つである． 
 
３．研究の方法 
本研究ではまず GDP 統計系列それ自体を推
計・整備し，それを時系列分析・パネルデー
タ分析と産業連関分析（通常の１国分析と国
際産業連関分析・付加価値貿易分析）という
手法を用いて分析している．時系列分析につ
いては最新の共和分 estimator を用いて，生
産関数推計と油価インパクト分析を行って
いる．さらに制度要因も導入して，パネルデ
ータ分析により端緒的多国分析を行ってい
る．付加価値貿易分析については基礎概念の
数理的再検討を行い，さらにロシア・EU関係
に焦点を定めた国際産業連関表の再編成と
その応用ということまで試みている． 
 
４．研究成果 
ロシア・インドネシア・マレーシアについて
の油価の交易条件と省エネへのインパクト
の時系列比較分析結果を比較経済のトップ
ジャーナルに掲載した．ロシア経済の制度要
因の影響については英文論文として公表す
ると同時に多数国を対象としたパネルデー
タ分析の端緒的結果を米国の学会で発表し
た．国際産業連関分析については，付加価値
貿易の基礎概念の数理的分析により，WTO の
最終需要アプローチとTreflerの粗貿易アプ
ローチの理論的等価性を初めて証明し，内外
の学会で発表した．また BRICs4 ヵ国に加え
て，EU，日本，米国，その他世界（ROW）の 8
ヵ国・地域を対象にした国際産業連関表の再
編成と分析結果についても内外の学会で発
表し，ロシアの EU への石油・ガス輸出とロ
シア自身の石油・ガス付加価値の再推計の重
要性を示した．本研究の成果は，国内外での
論文公刊と研究発表により，内外の学界コミ
ュニテイに大きなインパクトを与え，受け入
れられているとみなせる．今後の展望は，比
較対象国の枠を広げた時系列・パネルデータ
分析を行い，より普遍性をもった体系的拡張
を試みることによって開かれると期待しう

る． 
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